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研究成果の概要（和文）：安全で事故のない外科手術を供給するために、効率的手術手技の習得

法を検討した。術者と第一助手の双方向、臓器近接部から手術野をビデオ撮影しマルチ画面再

生することにより合目的な教育法を策定した。手術ビデオの一部は外科学会や日本肝胆膵外科

学会から公開されている。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to provide safe surgery, we investigated a mastering 
method of efficient surgical technique. The appropriate education method by multi-video 
camera recording of operation field from both directions of an operator and an assistant 
were planned. Some educational operation videos are exhibited on the homepage of Japan 
Surgical Society or Japanese society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery. 
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１．研究開始当初の背景 
 手術手技を効率よく学習する方法は多岐
にわたっている。若手医師が安全で事故のな
い外科手術を確実に習得できる学習・教育方
法の設立が望まれている。従来の教育方法は
文字や図で記載された手術書を基礎として
実際の手術現場で学ぶ方法が採用されてき
た。近年ではビデオや DVD など動画の手術
書も出現しているが画像が不鮮明であった
り単一方向だけの撮影のため状況の理解が
困難であることがしばしば経験された。一般
に消化器手術は術者と助手の共同作業で行

われ多人数の外科医の頭部が術野を遮るた
め隅々まで精細に記録することは困難であ
る。 
２．研究の目的 
 術野を術者と助手の両側および臓器近接
像をマルチカメラにより記録・再生できるシ
ステムを開発する。さらにマルチ録画された
素材から効率的に学習できる教材を供給す
る。 
３．研究の方法 
 1)術野を隅々まで精細に記録できるハイビ
ジョンマルチアングル撮影システムを開発



する。特に外科医の視界を妨げずに隅々まで
記録できるシステムを構築する。 
 
 2)マルチ録画された素材を同時再生するシ
ステムを構築する。複数のモニターを用いて
状況を多角的に認識できる方法を考案する。 
 
 3)定型的手術を記録する。特に肝胆膵外科
手術、多臓器合併切除再建術式を精細に記録
し教材の素とする。これらは外科専門医、消
化器外科専門医、肝胆膵外科高度技能医の認
定に採用されている手術を主に撮影する。 
 
 4)教育ビデオを学会やホームページから公
開する。さらに若手外科医の教育システムを
構築する。外科専門医、消化器外科専門医の
認定には必須手術症例数が定まっており特
に術式の複雑な症例についてはビデオを用
いた指導を導入する。また肝胆膵外科高度技
能医試験にはノーカットの手術ビデオの提
出が義務付けられており、その参考になるよ
うに教材の完成を目指す。 
 
４．研究成果 
 1)小型のハイビジョンカメラ・リモコン雲
台・小型クレーンを用いて術者と第一助手の
各手術手技を双方向から同時にビデオ撮影
できるシステムの構築を行った。狭い手術室
内で機動性を損なわず多角度から質の高い
画像の撮影が可能であった。さらに腹腔鏡カ
メラを用いた腹腔内撮影を追加構築した。新
たな経費を要することなく、臓器に近接して
手技を撮影できた。 
 
 2)記録されたハイビジョン画像を SD画質に
ダウンコンバートしてマルチ再生システム
(Degital video recorder system)を構築で
きた。画質は従来のアナログテレビと同等で
あるが術者と第一助手の役割を記録するに
は十分な画像であることが確認できた。 
 
 3)日本外科学会専門医修練カリキュラム、
日本消化器外科学会消化器外科専門医修練
カリキュラム、日本肝胆膵外科学会高度技能
専門医カリキュラムなどに指定された手術
を撮影した。学会発表や教育に使用できるよ
う簡潔に編集した。 
 
 4)収録された教育ビデオの一部は日本外科
学会ライブラリー、日本肝胆膵外科学会ライ
ブラリーに収載された。その一部は英語論文
も作成され学会ホームページに掲載された。
手術手技の教育に関しては、出血量が少なく
安全な手術が実施できるようビデオを用い
て学内研修医教育が行われた。研究成果は日
本臨床外科学会、日本肝胆膵外科学会などで
報告した。 
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